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県
の
指
定
民
俗
文
化
財
（
重
要
無
形
）「
南

郷
の
早
乙
女
踊
り
」
が
、
１
月
11
日
に
南
郷
上

町
・
上
平
地
区
、
界
・
虻
の
宮
地
区
、
鴇
巣
地

区
、
２
月
８
日
に
下
山
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

早
乙
女
踊
り
は
、集
落
内
の
区
長
や
班
長
宅
、

新
築
や
婚
礼
な
ど
の
祝
い
事
が
あ
っ
た
お
宅
を

訪
問
し
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
な
ど
を
祈
願

し
ま
す
。

　

踊
り
手
は
地
域
の
中
高
生
が
演
じ
、
謡
手
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
み
ん
な
で
務
め
る
こ

と
で
、
地
域
の
伝
統
行
事
が
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。

踊りを披露する中高生たち（鴇巣地区）

伝統行事を中高生が継承
南郷地域で早乙女踊り

　

台
風
19
号
の
影
響
で
延
期
さ
れ
て
い
た
県
小

学
生
剣
道
選
手
権
大
会
が
12
月
15
日
に
須
賀
川

市
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各
支
部
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
小
学
生
剣
士
１
７
０
人
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

南
会
津
支
部
代
表
の
伊
南
武
道
館
か
ら
は
６

人
の
選
手
が
出
場
し
、
６
年
生
女
子
の
部
で
羽

染
茉
弥
さ
ん
（
伊
南
小
）
が
見
事
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
怪
我
の
影
響
で
初
戦
敗
退
と
い
う

悔
し
い
思
い
を
し
、
正
し
い
構
え
を
意
識
し
な

が
ら
１
年
間
稽
古
を
重
ね
て
き
た
た
羽
染
さ

ん
。
大
会
を
振
り
返
り
「
攻
撃
面
で
も
っ
と
磨

き
を
か
け
た
い
」
と
、
さ
ら
な
る
成
長
を
誓
い

ま
し
た
。

県小学生剣道選手権大会
６年女子で羽染さん（伊南武道館）が優勝

新会社の商号は「株式会社みなみあいづ」
第三セクター３社、統合へ

左から渡部社長、大宅町長、星社長

　

地
域
の
中
心
的
役
割
を
担
う
組
織
に
―
。

　

1
月
10
日
、
み
な
み
や
ま
観
光
㈱
（
渡
部
龍

一
社
長
）、
会
津
高
原
リ
ゾ
ー
ト
㈱
（
星
和
明

社
長
）、
会
津
高
原
フ
レ
ン
ド
・
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
㈱
（
同
）
の
統
合
に
関
す
る
協
定
書
へ

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
1
日
付
け
で
設
立
さ
れ
る
新
会
社
は
統

合
前
の
事
業
を
維
持
し
、
効
率
的
な
営
業
と
一

体
化
し
た
集
客
で
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
施

策
の
展
開
や
交
流
人
口
の
拡
大
、
雇
用
の
確
保

な
ど
、地
域
に
根
ざ
し
た
会
社
を
目
指
し
ま
す
。

災害対応や地域の見守りなど７項目
日本郵便㈱と包括的連携を締結

　

12
月
19
日
、
町
と
日
本
郵
便
㈱
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た

包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
人
的
・
物
的

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
有
事
の
際
の
相
互
連

携
、
各
種
の
情
報
提
供
、
見
守
り
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
地
域
住
民
の
暮
ら
し
の
向
上
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

大
宅
町
長
は
「
こ
の
協
定
に
よ
り
町
民
の
安

全
・
安
心
と
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
一
層

進
め
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

左から栗城成光田島郵便局長、大宅町長、大山純一伊南郵便局長

賞状とメダルを手にする羽染さん

シルバー人材センターが寄贈
本庁舎玄関に門松

　

12
月
26
日
、町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
芳

賀
沼
順
一
理
事
長
）
か
ら
、
手
づ
く
り
の
門
松

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
門
松
に
は
栃
木
県
那
須
町
産
の
良
質
な

竹
を
使
用
。
２
週
間
を
か
け
て
丁
寧
に
作
ら
れ

た
も
の
で
、
寄
贈
は
12
年
目
を
数
え
ま
す
。　

　

古
く
は
、
木
の
こ
ず
え
に
神
が
宿
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
年
神
様
を
家
に
迎
え

入
れ
る
た
め
の
「
依よ

り
代し
ろ
」
と
い
う
意
味
合
い

を
持
つ
門
松
。

　

本
庁
舎
の
玄
関
に
飾
ら
れ
た
２
本
の
見
事
な

門
松
が
、
来
庁
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

左から星源太郎さん、星紀夫さん、大宅町長、芳賀沼理事長

【
協
定
項
目
】

①
日
常
の
防
災
活
動
及
び
大
規
模
災
害
発
生
時
の
対
応

②
高
齢
者
や
子
ど
も
等
の
見
守
り
活
動

③
道
路
損
傷
等
の
情
報
提
供

④
不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る
産
廃
物
等
の
情
報
提
供

⑤
地
域
・
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

⑥
地
域
の
経
済
活
性
化

⑦
そ
の
他
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
関
す
る
こ
と

※
新
会
社
の
商
号
は
、
50
点
の
応
募
の
中
か
ら
、

　

幹
事
会
や
協
議
会
で
の
協
議
を
経
て
決
定
し
ま

　

し
た
。

　

若
き
音
楽
家
を
育
て
る
会（
阿
部
徳
子
会
長
）

は
11
月
24
日
、
御
蔵
入
交
流
館
で
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ

よ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
東
京
２
０
２
０
参
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
田
島
ち
び
っ
こ
レ
ス
リ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の
選
手
た
ち
と
の
共
演
が
企
画
さ
れ
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
ブ
リ
ッ
ジ
や
側
転
、
バ
ッ
ク
転

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
す
る
合
唱

「
栄
光
へ
の
架
橋
」
と
ダ
ン
ス
「
パ
プ
リ
カ
」

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
会
場
が
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

続
く
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
を
弾
こ
う
コ
ン
サ
ー

ト
に
は
60
人
が
参
加
。
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
や
連
弾
な

ど
、
56
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

レスリングならではの技を披露する選手たち

コンサートがＴＯＫＹＯ２０２０応援プログラムに認証
音楽とスポーツが共演！五輪の機運向上へ

町消防団が防火訓練
守れ！地域の文化財

　

１
月
26
日
、文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、

田
島
・
伊
南
地
域
で
文
化
財
防
火
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
支
団
で
は
、
本
町
地
内
の
「
薬
師
寺
」

で
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
訓
練
を
実

施
。
訓
練
火
災
発
生
の
連
絡
が
入
る
と
、
第
１

分
団
（
田
島
地
区
）
第
１
部
・
第
２
部
の
消
防

団
員
ら
約
50
人
が
出
動
し
、
洗
練
さ
れ
た
動
き

で
本
番
さ
な
が
ら
の
消
火
活
動
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

第
２
支
団
で
は
、伊
南
地
域
古
町
地
内
の「
照

國
寺
」
で
訓
練
が
行
わ
れ
、
貴
重
な
文
化
財
を

守
る
た
め
の
防
火
手
順
や
防
火
意
識
が
再
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

第１支団の訓練の様子（薬師寺）

－　プロフィール　－

柏倉 ミヨコ さん（静川）

大正９年１月１０日 生まれ

【長寿の秘訣】
何でもおいしく食べること
やりたいことを続けること

【 家 族 】
子４人・孫７人・ひ孫８人

百 歳 賀 寿

おめでとうございます


